
編
集
委
員
（
元
し
た
ま
ち
支
局
長
）

植
木
幹
雄

今
回
は
、
ち
ょ
っ
と
重
い
テ
ー
マ
で
す
が
東
京

大
空
襲
に
つ
い
て
書
い
て
い
き
ま
す
。
発
行
日
が

三
月
中
。
そ
う
、
一
九
四
五
年
の
三
月
十
日
の
大

空
襲
か
ら
六
十
五
年
と
い
う
節
目
に
あ
た
り
ま
す
。

同
時
に
、
弊
社
か
ら
早
乙
女
さ
ん
の
関
連
本
が
出

版
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

東
京
大
空
襲
は
、
一
晩
で
下
町
の
ほ
と
ん
ど
を

火
の
海
に
し
、
十
万
人
以
上
も
の
命
を
奪
っ
た
非

人
間
的
な
行
為
で
あ
り
な
が
ら
広
島
、
長
崎
の
原

爆
被
害
の
影
に
隠
れ
て
し
ま
い
、
海
外
は
も
ち
ろ

ん
、
国
内
で
す
ら
あ
ま
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
し
て
や
、
指
揮
を
執
っ
た
、
当
時
の
米
軍

指
揮
官
、
カ
ー
チ
ス
・
ル
メ
イ
将
軍
に
、
日
本
が

自
衛
隊
育
成
の
貢
献
を
理
由
に
一
九
六
四
年
、
勲

一
等
旭
日
大
綬
章
を
贈
っ
て
い
る
こ
と
も
。

空
襲
の
歴
史
は
古
く
、
飛
行
機
が
戦
争
に
使
わ

れ
始
め
た
第
一
次
世
界
大
戦
か
ら
、
ド
イ
ツ
が
飛

行
船
で
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
を
空
襲
す
れ
ば
、
英
国

も
ベ
ル
リ
ン
を
空
襲
し
て
応
酬
。
無
差
別
爆
撃
と

し
て
有
名
な
の
は
、
一
九
三
七
年
に
ス
ペ
イ
ン
の

フ
ラ
ン
コ
政
権
を
支
持
す
る
ド
イ
ツ
が
、
ゲ
ル
ニ

カ
に
行
っ
た
空
襲
で
、
ピ
カ
ソ
の
作
品
の
テ
ー
マ

に
な
っ
た
こ
と
で
も
有
名
で
す
。

そ
の
後
日
中
戦
争
で
は
、
旧
日
本
軍
に
よ
る
中
国

・
重
慶
爆
撃
。
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、
ド
イ
ツ
軍

が
英
国
本
土
へ
の
無
差
別
爆
撃
、
連
合
国
は
、
ド
イ

ツ
の
ド
レ
ス
デ
ン
と
い
う
美
し
い
街
を
廃
墟
に
す
る

な
ど
、
数
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
通
常

爆
撃
で
世
界
最
大
な
の
が
東
京
大
空
襲
で
す
。

Ｂ
２
９
と
い
う
名
前
を
聞
い
た
だ
け
で
、
思
い
出

し
た
く
な
い
記
憶
を
お
持
ち
の
方
も
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
日
本
の
空
襲
被
害
は
実
の
と
こ
ろ
、
国
が
正

確
な
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
調
査
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
東
京
は
計
百
六
～
百
十
数
回
、

死
者
行
方
不
明
者
は
約
十
二
万
人
と
い
う
記
述
が
多

く
、
全
国
規
模
で
は
さ
ら
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
を
読
ん
で
い
る
と
五
十
万
人

以
上
と
い
う
の
が
実
態
に
近
い
数
字
で
し
ょ
う
か
。

広
島
原
爆
の
死
者
約
十
四
万
人
、
長
崎
約
七
万
人
、

世
界
中
に
知
ら
れ
る
先
の
ゲ
ル
ニ
カ
で
は
約
千
六
百

人
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
晩
で
十
万
人
の
死
者

を
出
し
た
東
京
大
空
襲
が
い
か
に
大
規
模
だ
っ
た
か

分
か
る
と
思
い
ま
す
。

ル
メ
イ
将
軍
の
前
任
者
は
「
人
道
的
立
場
」
か
ら

民
間
爆
撃
を
避
け
、
高
々
度
爆
撃
で
軍
需
工
場
・
軍

事
施
設
を
狙
い
ま
し
た
が
、
効
果
が
低
い
と
軍
に
批

判
さ
れ
、
更
迭
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
任
の
ル
メ
イ
将

軍
は
、
爆
撃
の
専
門
家
と
し
て
非
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス

か
ら
三
十
八
歳
で
少
将
ま
で
昇
格
し
た
人
物
。
ど
れ

ほ
ど
の
や
り
手
か
想
像
で
き
ま
す
ね
。
爆
弾
を
燃
え

や
す
い
焼
夷
弾
に
切
り
替
え
、
効
果
の
高
い
低
高
度

爆
撃
で
東
京
大
空
襲
を
含
め
全
国
の
都
市
を
無
差
別

攻
撃
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
国
際
法
違
反
で
す
。

こ
の
東
京
大
空
襲
と
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
い
る

の
が
作
家
の
早
乙
女
勝
元
氏
で
す
。
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

「
東
京
大
空
襲
」
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、
空
襲

の
実
態
を
世
に
知
ら
し
め
ま
し
た
。
今
も
、
早
乙
女

さ
ん
が
呼
び
掛
け
、
民
間
の
寄
付
に
よ
っ
て
で
き
た

「
東
京
大
空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
」
の
館
長
を

務
め
な
が
ら
、
執
筆
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

信
念
の
あ
る
方
で
す
が
、
堅
苦
し
さ
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
は
十
年
近
く
前
か
ら
お
酒
の
席
も
含
め
何
度

か
お
会
い
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ

な
い
、
穏
や
か
な
紳
士
で
す
。

私
の
出
版
局
編
集
部
長
（
現
事
業
局
出
版
部
）
の

最
後
の
企
画
が
早
乙
女
さ
ん
の
本
「
下
町
っ
子
戦
争

物
語
」
（
税
別
１
２
３
８
円
）
で
、
今
月
出
版
さ
れ

ま
し
た
。
十
二
歳
で
東
京
大
空
襲
を
経
験
し
た
氏
に
、

少
年
の
目
に
映
っ
た
戦
争
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
大
空
襲
も
書
き
込
ん
で

あ
り
ま
す
。
九
日
に
は
出
版
に
合
わ
せ
、
江
戸
博
物

館
で
本
社
主
催
の
講
演
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。
四
百

人
の
募
集
に
倍
近
い
応
募
が
あ
り
、
当
日
は
厳
し
い

寒
さ
の
中
、
会
場
は
満
席
。
正
直
、
空
襲
へ
の
関
心

の
高
さ
、
早
乙
女
さ
ん
の
人
気
に
驚
き
ま
し
た
。

本
は
書
店
だ
け
で
な
く
東
京
新
聞
販
売
店
で
も
扱
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。
読
み

や
す
い
文
章
で
、
戦
争
と
は
な
に
か
を
的
確
に
問
い

か
け
て
い
ま
す
。

早
乙
女
さ
ん
は
数
多
く
の
作
品
を
執
筆
し
、
工
藤

夕
貴
さ
ん
主
演
の
「
戦
争
と
青
春
」
な
ど
映
画
、
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
、
舞
台
、
漫
画
の
原
作
も
多
く
あ
り
ま

す
。
恋
愛
小
説
で
も
評
価
は
高
く
、
私
た
ち
早
乙
女

フ
ァ
ン
は
勝
手
に
「
早
乙
女
さ
ん
に
ロ
マ
ン
溢
れ
る

恋
愛
小
説
を
書
い
て
も
ら
う
会
」
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。
早
乙
女
さ
ん
は
照
れ
る
よ
う
に
笑
っ
て
い
ま
す

が
・
・
。
ち
な
み
に
私
も
そ
の
一
人
で
す
。
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